
多職種 連 携

研修会

主催 大崎地区地域医療対策委員会
共催 宮城県北部保健福祉事務所，宮城県大崎保健所
後援 大崎市医師会，加美郡医師会，遠田郡医師会，大崎歯科医師会，大崎薬剤師会，宮城県ケアマネジャー協会

一般社団法人宮城県理学療法士会，一般社団法人宮城県作業療法士会，宮城県言語聴覚士会

大塚 英樹 氏
医療法人社団 東北福祉会
せんだんの丘 ぷらす あらい
管理者（主任介護支援専門員・認定ケアマ
ネージャー，認定作業療法士） ／一般社団
法人 日本訪問リハビリテーション協会 理事

入退院支援の
機能強化

日 時 平成３０年２月２日（金）
１８：３０～２０：３０（受付 １８：００から）

宮城県大崎合同庁舎１階大会議室
（住所 大崎市古川旭４丁目１－１）

１００名

在宅医療・介護提供
体制の強化

リハビリテーション
マネジメントの機能強化

おおさき地域の多職種
連携の深化を目指して

定 員

対 象

場 所

日 時

（事前申込み）
※詳しくは裏面をご覧ください。

講師

平成２９年度大崎地区地域医療対策委員会 地域医療連携事業

その人らしく生きるを支える多職種連携
～チームによるアセスメントとコミュニケーション～

大崎管内に勤務する医療・介護サービス従事者
医師，歯科医師，薬剤師，看護師，
介護支援専門員，生活相談員，理学療法士，作業療法士，
言語聴覚士行政機関の保健・医療・福祉担当者など



地域包括ケアシステムの構築に向けて，支援を必要とする高齢者が生きがいや役割を持ち自分らしい生活を実

現するためには，「心身機能」「活動」「参加」の要素にバランスよく働きかける生活期リハビリテーションが

求められており，医療と介護などのサービスが包括的・継続的に提供される多職種連携が重要となります。

今回は，本人の主体性を尊重した支援を行うために，医療と介護をつなぐケアマネジメントの理解を深め，チ

ームによるアセスメントについて，より実践的な講演と多職種によるワークショップを通じて，在宅医療・介護

の連携を推進するものです。ワークショップ形式で開催します。

会場のご案内

地域医療・介護における多職種連携研修会

参加には事前の申込みが必要です。
定員を超過した場合は，お断りする方にのみ御連絡いたします。

申込方法 下記に必要事項を記入の上，FAXでお申し込みください。
申込締切日 平成３０年１月２６日（金）まで

FAX送信先 ０２２９－２２－９４４９
所属機関名

所属機関の所在地
（〇で囲んで下さい） 大崎市・ 色麻町・ 加美町 ・涌谷町 ・美里町

電話番号

送信者氏名

参加希望者

職種 氏名

申込み・問合せ先 大崎地区地域医療対策委員会 事務局：宮城県北部保健福祉事務所 企画総務班
住所 ：大崎市古川旭４丁目１－１（大崎合同庁舎内１階） ☎ ：０２２９－９１－０７０８

【アクセス】
JR東北新幹線・陸羽東線「古川駅」から徒歩約１５分
東北自動車道「古川IC」から車で約１５分

【会場】
宮城県大崎合同庁舎 １階大会議室
（住所 大崎市古川旭４丁目１－１）


